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滝

川

幸
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要

旨

『菅
家
文
草
」
に
道
真
と
の
贈
答
が
見
ら
れ
る
島
田
良
臣
に
つ
い
て
、
伝
記
考
詮
を

中
心
に
考
察
を
加
え
た
。
道
真
の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
平
安
前
期
の
儒
者

の
あ
り
方
を
追
求
す
る
た
め
で
あ
る
。

は
じ
め
に

道
真
、
第

一
の
詩
友
で
あ
る
島
田
忠
臣
の
弟

・
良
臣
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

良
臣
は
、
藤
原
基
経
の
近
習
で
あ
り
、
「日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
の
編
纂
に
も
携

わ

っ
た
儒
者
で
あ
る
。
道
真
と
の
贈
答
詩
も
あ
り

(良
臣
詩
は
残
ら
な
い
)
、
検

討
に
値
し
よ
う
。

良
臣
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
松
崎
英

一

「日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
(「国
史
大
系

書
目
解
題

下
巻
」
吉
川
弘
文
館

・
二
〇
〇

一
年
)
に
撰
者
の

一
人
と
し
て
伝
記

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
高
田
淳

「島
田
良
臣
」

(「平
安
時
代
史
事
典
」

角
川
書
店

・
一
九
九
四
年
)
が
あ
り
、

一
応
の
官
歴
な
ど
を
知
る
に
は
簡
便
で
あ

る
が
、
辞
書
的
な
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
良
臣

の
伝
記
考
謹
を
行

・つ
。

一
、
出
生
か
ら
文
章
生

・
文
章
生
外
国

島
田
氏
の
系
譜
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
良
臣
の
兄

・
忠
臣
に
至
る
系
譜
に
つ

　　
　

い
て
は
、
金
原
理
に
よ
る
専
論
が
備
わ
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
る
。

祖
父
と
目
さ
れ
る
清
田
は
、
紀
伝
道
出
身

で
、
少
外
記

・
大
外
記
を
歴
任
し
、

斉
衡
二
年
九
月
十
八
日
に
散
位
従
五
位
上
で
卒
し
た
。
七
十
七
歳

(「
日
本
文
徳

天
皇
実
録
」
同
日
条
卒
伝
)。
父
親
に
つ
い
て
は
記
録
に
残
ら
な
い
。
五
位
に
達

し
な
か

っ
た
か
、
早
く
に
死
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

良
臣
は
、
天
長
九
年
に
生
ま
れ
た
。
「外
記
補
任
」
貞
観
十
五
年
に

「
(少
外
記
)

島
田
良
臣

〈
正
月
十
三
日
任
。
元
加
賀
縁

一
年
文
章
生
冊
二
〉」
と
あ
り
、
貞
観
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十
五
年
に
四
十
二
歳
で
あ
る
。
兄

・
忠
臣
が
天
長
五
年
生
な
の
で
、
四
歳
年
少
と

な
る
。
道
真
よ
り
も
十
三
歳
年
長
で
あ
る
。
祖
父

・
清
田
は
、
良
臣
が
生
ま
れ
た

　
　
　

と
き
、
従
五
位
下

・
大
外
記
で
あ

っ
た
。
四
十
三
歳
で
あ
る
。

先
の

「外
記
補
任
」
か
ら
も
、
良
臣
が
文
章
生
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

問
題
と
な
る
の
は
、
「元
加
賀
縁

一
年
文
章
生
」
と
い
う

「外
記
補
任
」
の
表
記

形
式
で
あ
り
、
こ
の

「
一
年
」
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

貞
観
八
年
条
に

「島
田
忠
臣

〈
二
月
二
十
三
日
任
。
元
越
前
権
少
橡
五
年
文
章

　　
　

生

〉」
と
同
様

の
記
述
が
あ
る
。
蔵

中
ス
ミ

「島
田
忠
臣
年
譜
覚
え
書
」
は
、
忠

臣
が
貞
観
五
年
に
文
章
生
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の

「五
年
」
を
文
章

生
在
任
中
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
良
臣
の

コ

年
」
は
同
様

に
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば

「元
年
」
と
あ
る
は
ず
だ
ろ
う
。
補
任
年
で

は
な
い
と

い
う

の
も
奇
妙
で
あ
る
。
忠
臣
は
斉
衡
年
間
に
は
文
章
生

(
「菅
家
文

草
」
巻

一
・
1
)
で
、
そ
の
途
中
の
年
を
記
す
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
越
前
権
少

操
か
文
章
生
の
在
任
期
間
を
示
す
と
、
ひ
と
ま
ず
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
表
記
形
式

　ゑ

に
つ
い
て
は
、
芳
賀
紀
雄

に
考
謹
が
あ
る
。
芳
賀
は
、
文
章
生
外
国
の
労
を
示
す

と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
忠
臣
に
は

「
五
年
」
と
あ
り
、
地
方
官
の
任
期
は
四
年

だ
か
ら
疑
問
が
残
る
。
芳
賀
に
よ
れ
ば
、
貞
観
年
間
の
忠
臣
に
は
、
貞
観
三
年
、

同
四
年

の
重
陽
節
会
で
の
作
が
あ
り

、
忠
臣
が
参
加
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

芳
賀
は
、
少
な
く
と
も
貞
観
四
年
に
は
帰
京
し
て
い
た
か
と
推
測
す
る
。
も
し
、

貞
観
三
年
に
越
前
権
少
操
を
離
れ
、
京
に
戻

っ
た
と
す
れ
ば
、
少
外
記
に
任
じ
ら

れ
る
貞
観
八
年
ま
で
、
五
年
空
く
こ
と
に
な
る
。
越
前
権
少
操
を
離
れ
た
散
位

の

期
間
を
、
こ
の

「五
年
」
は
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
章
生
散
位

　　
　

の
労
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

良
臣
に
論
を
戻
せ
ば
、
「
元
加
賀
橡

一
年
文
章
生
」
と
あ
る
の
は
、
加
賀
橡
を

離
れ
て

一
年
間
散
位
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
賀
橡
を

任
期

一
杯
の
四
年
過
ご
し
た
と
す
れ
ば
、
加
賀
橡
四
年
+
散
位

一
年
で
、
貞
観
十

年
辺
り
に
加
賀
橡
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
前
に
文
章
生
で
あ

っ
た

こ
と
に
な
る
。

貞
観
十
年
頃
の
紀
伝
道
を
見
れ
ば
、
文
章
博
士
と
し
て
は
、
菅
原
是
善
が
承
和

　　
　

十
二
年
三
月
五
日
に
任
じ
ら
れ
、
貞
観
九
年
二
月
十

一
日
に
巨
勢
文
雄
と
橘
広
相

が
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で

一
人
の
博
士
で
あ
る
。
恐
ら
く
良
臣
の
文
章
生
時
代

は
、
是
善
が
博
士
で
あ

っ
た
ろ
う
。
良
臣
の
及
第
時
期
は
不
明
だ
が
、
貞
観
十
年

以
前
に
は
、
同
四
年
四
月
十
七
日
に
道
真
が
文
章
生
試
に
及
第
し
、
同
九
年
に
得

業
生
に
転
じ
て
い
る

(「公
卿
補
任
」
)
。
同
時
期
に
文
章
生
と
し
て
在
学
し
て
い

　
　
　

た
で
あ
ろ
う
。
貞
観
初
年
か
ら
十
年
ま
で
の
文
章
生
を
見
れ
ば

、
橘
博
覧
、
都
言

道
ら
が
貞
観
二
年
に
及
第
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
良
臣
は
、
文
章
生
を
終
え
て
加
賀
権
橡
に
任
じ
ら
れ
た
。

文
章
生
外
国
で
あ
る
。
「除
目
抄
」
に

「此
内

(
11
文
章
生
)
三
人
外
国
橡
に
任

ぜ
ら
る

〈
割
注
略

〉。
多
く
宰
府

・
北
陸

・
山
陰
等
道
国
豫
に
任
ぜ
ら
る
。
是
れ

渤
海
の
客
入
朝
の
時
、
問
答
、
文
章

の
心
有
る
べ
き
也
」
と
あ
る
の
に
当
た
る
。

恐
ら
く
、
貞
観
十
三
年
ま
で
は
、
加
賀
権
縁
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

「国
司
補
任

」
等
に
よ
っ
て
、
良
臣
と
同
時
期
の
国
司
を
確
認
す
れ
ば
、
貞
観

八
年
正
月
十
三
日
に
源
能
有
が
加
賀
守
に
任
じ
ら
れ
、
貞
観
十

一
年
二
月
十
六
日

一353一
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に
大
蔵
卿
に
遷

っ
て
い
る
。
後
任
と

し
て
、
藤
原
有
実
が
、
同
年
三
月
二
十
三
日

に
任
じ
ら
れ
る
が
、
左
少
将
兼
任
の
ま
ま
で
あ
り
、
遙
任
で
あ
ろ
う
。
貞
観
十
二

年
正
月
二
十
五
日
に
朝
野
真
吉
が
任

じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
有
実
の
後
任
で
あ
ろ

う
。
真
吉
が
い
つ
ま
で
守
で
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
貞
観
十
六
年
に
茂
世
王

が
守
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
真
吉
の
後
任
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
権
守
と
し

て
、
藤
原
弘
経
が
貞
観
十
二
年
正
月

二
十
五
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

介
に
つ
い
て
は
、
能
有
の
任
加
賀
守
と
同
日
に
葛
城
永
藤
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

永
藤
の
在
任
期
間
は
不
明
だ
が
、
貞
観
十

一
年
十
月
二
十
日
に
、
菅
野
良
松
が
介

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
正
月
除
目
で
の
任
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
永
藤
に
何
か

が
あ
り
、
急
遽
任
じ
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
良
松
は
、
翌
十
二
年
正
月
二
十
五

.日
に
備
中
介
に
遷
り
、
後
任
と
し
て
、
同
日
に
高
階
菅
根
が
加
賀
介
に
任
じ
ら
れ

る
も
、
同
三
月
二
十
七
日
に
甲
斐
守

に
遷
る
。
後
任
と
し
て
、
三
月
二
十
七
日
に

藤
原
貞
高
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
貞
高
の
離
任
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

以
上
が
、
良
臣
の
同
僚
と
推
測
さ
れ
る
官
人
で
あ
る
。
良
臣
在
任
中
の
加
賀
国

の
出
来
事
と
し
て
は
、
貞
観
十
三
年
十
二
月
十

一
日
に

「渤
海
国
入
観
使
楊
成
規

等
百
五
人
加
賀
国
岸
に
着
く
」
と
、
渤
海
使
ら
百
五
人
が
来
着
し
て
い
る
。
前
掲

「除
目
抄
」
に

「是
れ
渤
海
の
客
入
朝

の
時
、
問
答
、
文
章
の
心
有
る
べ
き
也
」

と
あ
る
の
で
、
良
臣
が
在
任
中
で
あ
れ
ば
、
渤
海
使
と
の
応
対
に
出
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

二
、
散
位
時
代

先
述
し
た
よ
う
に
、
良
臣
は
、
貞
観
十
五
年
に
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
、

一
年
間
散
位
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
散
位
時
代
に

「日
本
文
徳
天
皇
実
録
」

の
編
纂

に
携
わ

っ
た
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
編
纂
は
お
お
む
ね
二
段
階
に
亙
る
。
清

和
朝

に
詔
が
下
る
も
譲
位
な
ど
が
あ

っ
て
休
止
し
、
陽
成
朝
に
再
び
詔
が
下
る
こ

と
に
な
る
。
ま
ず
清
和
朝

の
詔
を
確
認
す
る
が
、
や
や
問
題
が
あ
る
。
以
下
、
序

文
の
該
当
部
分
を
あ
げ
る
。

去
る
貞
観
十
三
年
、
右
大
臣
従
二
位
兼
行
左
近
衛
大
将
臣
藤
原
朝
臣
基
経
、

中
納
言
従
三
位
行
民
部
卿
兼
春
宮
坊
大
夫
臣
南
淵
朝
臣
年
名
、
参
議
正
四
位

下
行
左
大
弁
大
江
朝
臣
音
人
、
外
従
五
位
下
行
大
外
記
善
淵
朝
臣
愛
成
、
正

六
位
上
行
少
内
記
都
宿
禰
良
香
、
散
位
島
田
朝
臣
良
臣
等
数
人
に
詔
し
て
、

旧
史
氏
に
拠
り
て
、
始
め
て
撰
修
に
就
か
し
む
。
三
四
年
来
、
編
録
粗
略
な

た
ま
た
ま

り
。
適

揖
譲
に
属
き
て
、
刀
筆
暫
く
休
み
ぬ
。

貞
観
十
三
年
に
、
基
経
以
下
計
六
人
に
国
史
編
纂
の
詔
が
下
っ
た
も
の
の
、
三
、

四
年
来
編
纂
が
疎
か
に
な
り
、
「揖
譲
」

(11
清
和
天
皇
の
譲
位
)
に
当
た

っ
て
、

作
業
が
暫
く
休
止
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。

問
題
は
、
こ
の
貞
観
十
三
年
と
い
う
年
次
で
、
官
職
に
齪
酷
が
あ
る
。
貞
観
十

三
年
時
の
位
官
を

一
覧
す
る

(良
臣
に
つ
い
て
は
後
述
)。

藤
原
基
経

従
三
位
大
納
言

・
左
大
将

・
按
察
使

右
大
臣
と
な
る
の
は
、
貞
観
十
四
年
八
月
二
十
五
日

(左
大
将
元
の
如
し
。
同

日
正
三
位
)、
従
二
位
と
な
る
の
は
貞
観
十
五
年
正
月
七
日

(以
上
、
『公
卿
補

一352一
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任
」)

南
淵
年
名

正
四
位
下
参
議

・
民
部
卿

・
春
宮
大
夫

・
近
江
守

中
納
言
と
な
る
の
は
、
貞
観
十
四
年
八
月
二
十
五
日

(民
部
卿
、
春
宮
大
夫
元

の
如
し
。
同
日
従
三
位
。
『公
卿
補
任
」)。

大
江
音
人

正
四
位
下
参
議

・
左
大
弁

・
勘
解
由
長
官

貞
観
十
四
年
も
同
じ
。
二
月
十
五
日
に
近
江
守
を
兼
任

(『公
卿
補
任
」
)

善
淵
愛
成

外
従
五
位
下

・
大
外
記
。

貞
観
十
四
年
も
同
じ

(『外
記
補
任
」)。

都
良
香

正
六
位
上

・
少
内
記

『三
代
実
録
」
貞
観
十
三
年
十
月
五
日
条
に
よ
る
。
な
お
、
貞
観
十
四
年
五
月
七

日
に
も
少
内
記
と
し
て
見
え
る
。
こ
の
日
、
良
香
と
改
名
。
貞
観
十
五
年
正
月

十
三
日
に
従
五
位
下
少
内
記
か
ら
大
内
記
へ
と
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
正

六
位
上
か
ら
昇
叙
し
た
こ
と
に
な
る

(コ
ニ
代
実
録
」)。

年
次
と
官
職

・
官
位
の
齪
語
及
び
良
香
の
名
の
問
題

(貞
観
十
三
年
に
は
ま
だ

　　
　

言
道
)
に
つ
い
て
は
、
松
崎
英

一
に
、
先
行
研
究

の
整
理
と
検
謹
が
あ
る
。
官

職

・
官
位
か
ら
考
え
れ
ば
貞
観
十
三
年
で
は
あ
り
得
ず
、
貞
観
十
五
年
と
す
る
べ

き
で
あ
る
と

い
う
。
都
良
香
が
貞
観
十
五
年
正
月
十
三
日
に
は
既
に
従
五
位
下
で

　な

あ
り
、
こ
の
日
に
大
内
記
に
転
じ
る

こ
と
か
ら
、
坂
本
太
郎
は
、
貞
観
十
五
年
正

月
七
日

(基
経
の
叙
従
二
位
)
か
ら
十
三
日
の
間
と
想
定
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

松
崎
は
、
正
月
八
日
に
も
叙
位
が
あ
り
、
そ
こ
で
良
香
が
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ

た
と
す
れ
ば
、
貞
観
十
五
年
正
月
七
日
し
か
官
位

・
官
職
が

一
致
す
る
時
期
は
見

出
せ
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
松
崎
自
身
、
「文
徳
実
録
」
「類
聚
国
史
」
「菅
家

文
草
」
に
収
め
ら
れ
る
序
す
べ
て
が

「貞
観
十
三
年
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　ヨ

貞
観
十
三
年
説
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
説
に
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「古
今
和
歌
集
目
録
」

に
よ
れ
ば
、
良
香
は
、
貞
観
十
五
年
正
月
七
日
に
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
信
ず
れ
ば
、
基
経
の
従
二
位
と
同
日
と
な

っ
て
、
序
に
記
さ
れ
た
官
位
は
、

そ
も
そ
も
同
時
に
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
先
行
研
究
で
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
な

い
の
が
、
良
臣
で
あ
る
。
良
臣

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
貞
観
十
五
年
正
月
十
三
日
に
少
外
記
と
な
り
、
散
位
で
は

な
く
な
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
ご
と
く

「外
記
補
任
」
に
は

「正
月
十
三
日
任
。

元
加
賀
操

一
年
文
章
生
冊
二
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
先
に
考
謹
し
た
よ
う
に
、

一

年
間
の
散
位
期
間
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
ほ
ぼ
貞
観
十
四
年
が
散
位
の
時
期
と
な
る
。

貞
観
十
三
年
は
、
恐
ら
く
、
加
賀
縁
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
確
か
に
貞
観
十
三
年
で
は
矛
盾
が
大
き
す
ぎ
る
。

貞
観
十
五
年
は
、

い
わ
ば
位
階
の
み
の
矛
盾
と
も

い
え
、
官
職
で
は
貞
観
十
五
年

正
月
十
三
日
以
前
な
ら
ば
問
題
は
な
い
。
松
崎
が
い
う
よ
う
に
、
三
書
で
貞
観
十

三
年
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
が
、
正
史
の
筆
頭
撰
者
は
、
第

一

大
臣
が
任
じ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
基
経
が
右
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を

重
要
視
す
れ
ば
、
貞
観
十
四
年
八
月
二
十
五
日
以
降
、
貞
観
十
五
年
正
月
十
三
日

以
前
と
推
測
で
き
る
。
「三
」
と

「
五
」
が
誤
写
さ
れ
や
す

い
こ
と
を
勘
案
し
て
、

貞
観
十
五
年
正
月
、
そ
の
十
三
日
以
前
に
編
纂

の
詔
が
下

っ
た
と
考
え
て
お
く
。

そ
も
そ
も
、
国
史
編
纂
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
選
ば
れ
る
の
か
。
「新
儀
式
」

(巻
五

・
修
国
史
事
)
に
次

の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
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国
史
を
修
す
る
こ
と
、
三
代
を
隔
て
て
之
れ
を
修
す
。
先
に
其
人
を
定
む

〈
第

一
の
大
臣
、
執
行
の
参
議

一
人
。
大
外
記
井
び
に
儒
士
の
中
、
筆
削
に

堪

へ
た
る
者

一
人
を
択
び
、
之

れ
を
制
作
せ
し
む
。
諸
司
官
人
の
事
に
堪

へ

た
る
者
四
五
人
、
其
の
所
に
候

せ
し
む
〉。
修
し
畢
り
て
、
之
れ
を
奏
進
す
。

後
に
所
司
に
頒
下
す
。

こ
れ
を
先
の
撰
者
と
重
ね
れ
ば
、
第

一
の
大
臣
が
基
経
で
あ
り
、
参
議
音
人
、

外
記
愛
成
で
あ
る
。
良
香

・
良
臣
は
、
「儒
士
の
中
、
筆
削
に
堪

へ
た
る
者
」
と

し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　お
　

な
お
、
良
臣
が
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
、
松
崎

は
、
「散
位
で
あ

っ
た
が
、
忠

臣
の
弟
で
も
あ
り
、
す
で
に
文
名
を
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
…

(道
真
の

詩
の
自
注

「大
夫
在
世
、
大
相
国
之
近
習
」
を
引
き
)
そ
の
様
な
関
係
も
基
経
を

首
班
と
す
る

「文
徳
実
録
」
の
編
纂
者
に
良
臣
が
散
位
な
が
ら
選
任
さ
れ
た
理
由

　む

の

一
つ
か
と
も
思
わ
れ
る
」
と
い
い
、
坂
本

は
、
「最
初
の
撰
修
下
命
の
時
は
散

位
で
あ

っ
た
が
、
や
が
て
は
外
記
に
任
ず
べ
き
人
と
し
て
、
撰
史
の
仲
間
に
加
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。

良
臣
が

一
年
間
散
位
で
あ

っ
た
の
は
、
外
記
の
定
員
が
空
く
ま
で
の
期
間
で
あ

ろ
う
か
ら
、
坂
本
の
推
測
も
納
得
で
き
る
。
松
崎
が
い
う
、
良
臣
が
基
経

の
近
習

(
15
)

で
あ

っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
少
し
く
考
謹
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

松
崎
が
根
拠
と
す
る
の
は
、
道
真

「奉
和
兵
部
侍
郎
実
舎
弟
大
夫
之
作

〈
押
韻
〉」

(「菅
家
文
草
」
巻
二

・
93
)
の
自
注
で
あ
る
。
問
題
は
、
良
臣
が

「
大
相
国
」

("
基
経
)
の
近
習
と
な

っ
た
時
期

で
あ
る
。
良
臣
の
兄
忠
臣
も
基
経
に
近
侍
し

て
い
た
が
、
忠
臣
は
、
「
賦
雨
中
桜
花

〈
春
字

〉」
(「
田
氏
家
集
」
巻
下

・
圏
)
尾

も

聯

の
自
注
で

「砥
に
東
閣
に
陪
す
る
こ
と
三
十
年
」
と
い
う
。
「東
閣
」
は
基
経

　ぜ

邸
を
指
す
の
だ
が
、
忠
臣
は
、
基
経
に
三
十
年
陪
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

詩
の
前
に
位
置
す
る

「三
月
三
日
侍
於
雅
院
賜
侍
臣
曲
水
之
飲
応
製
」
(
1
)
が

　ぜ

寛
平
二
年
三
月
三
日
の
作

な
の
で
、
圏
詩
は
寛
平
二
年
春
の
作
で
あ
ろ
う
。
三
十

年
前
は
、
貞
観
二
年
で
あ
る
。
忠
臣
は
、
貞
観
八
年
に
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
る
が

(「外
記
補
任
」)
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
に
五
年
間
の
散
位
期
間
が
あ
り
、

貞
観
三
年
頃
に
越
前
権
少
操
を
離
れ
て
都
に
戻

っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
こ
の
散

位
期
間
に
基
経
に
近
侍
し
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
弟

・
良
臣
も
兄
と
の
関
係
で
基

経
に
近
侍
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
忠
臣
が
貞
観
初
年
に
は
基
経
に
近
侍
し
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
経
歴
の
良
臣
も
、
文
章
生
時
代
か
、
あ
る
い
は
加
賀

橡
か
ら
帰
洛
し
た
散
位
時
代
に
近
侍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
、
松
崎

が
い
う
よ
う
に
、
基
経
近
習
と

い
う
こ
と
も
、
文
徳
実
録
編
纂
に
携
わ
る
理
由
と

な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
文
徳
実
録
序
文
に
、
「正
六
位
上
行
少
内
記
都
宿
祢
良
香
、
散
位
島
田

朝
臣
良
臣
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
良
臣
は
こ
の
時
正
六
位
上
で
あ

っ
た
こ
と

に
な
る
。

三
、
少
外
記
か
ら
大
外
記

へ

貞
観
十
五
年
正
月
十
三
日
に
良
臣
は
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
た

(「外
記
補
任
」)
。

翌
貞
観
十
六
年
正
月
十
五
日
に
大
外
記
に
転
ず
る
ま
で
、

一
年
間
少
外
記
で
あ

っ

た
。
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「外
記
補
任
」
に
よ
っ
て
貞
観
十

五
年
の
外
記
局
を

一
覧
す
れ
ば
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

大
外
記

善
淵
愛
成

〈
播
磨
大
操
〉
(貞
観
10

・
1

・
13
任
～
貞
観
16

・
1

・
13
任

山
城
介
)

大
春
日
安
守

(貞
観
15

・
1

・
13
任
～
貞
観
16

・
1

・
15
任
武
蔵
権
介
)

少
外
記

大
春
日
安
守

(貞
観
11

・
2

・
16
任
～
貞
観
15

・
1

・
13
転
大
外
記
)

滋
野
弘
基

(貞
観
13

・
1

・
29
任
～
貞
観
16

・
1

・
15
転
大
外
記
)

安
守
が
少
外
記
か
ら
同
日
に
転
じ

て
い
る
の
で
、
そ
の
後
任
が
良
臣
と
な
る
。

こ
の
中
で
、
善
淵
愛
成
は
、
良
臣
と
同
じ
く
文
徳
実
録
撰
者
で
あ
る
。

翌
年
正
月
十
五
日
に
大
外
記
に
転
じ
た
。
大
外
記
愛
成
が
山
城
介
に
転
じ
、
安

守
が
叙
爵
し
て
武
蔵
権
介
に
任
じ
ら
れ
た
後
任
と
し
て
、
弘
基
と
と
も
に
転
じ
た

の
で
あ
る
。
淡
海
有
守
が
元
慶
六
年

二
月
三
日
に
大
外
記
か
ら
離
れ
、
巨
勢
文
宗

が
同
日

(「外
記
補
任
」
は
二
月
三
日
と
す
る
が
三
月
三
日
の
誤
り
で
あ
ろ
う
)

に
大
外
記
に
転
じ
、
同
八
月
十
三
日
に
山
田
時
宗
が
大
外
記
に
転
じ
て
い
る
。
恐

ら
く
良
臣
の
後
任
で
あ
ろ
う
。
良
臣

は
こ
の
時
ま
で
大
外
記
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
、
良
臣
の
卒
年
と
も
関
わ
る

(後
述
)。
元
慶
六
年
ま
で

の
外
記
局
を

一
覧
す
る
。

大
外
記

滋
野
弘
基

(貞
観
16

・
1

・
15
任
～
貞
観
18

・
1

・
14
任
因
幡
介
)

忠
宗
是
行

(元
慶
1

・
1

・
15
任
～
元
慶
2

・
1

・
11
任
出
羽
介
)

紀

有

綱

(元

慶

2

・
1

・
11
任

～

元
慶

3

・
1

・
7
任

主

殿

権

佐

)

菅

野

有

風

(元

慶

3

・
1

・
11
任

～

元

慶

4

・
1

・
11
任

備

後

介

)

大

春

日
安

名

(元

慶

4

・
1

・
11
任

～

元

慶

5

・
2

・
14
任

下
総

介

)

淡

海

有

守

(元

慶

5

・
2

・
14
任

～

元

慶

6

・
2

・
3
任

安

藝

介

)

巨
勢

文

宗

(元

慶

6

・

(錫

〉
・
3
任

～

仁

和

1

・
1

・
16
任

河
内

介

)

山

田
時

宗

(元

慶

6

・
8

・
13
任

～

元

慶

7

・
1

・
11
任

甲
斐

介

)

少

外

記

興

世
貞

町

(貞

観

16

・
1
任

～
元

慶

1

・
1

・
29
任
安

藝
介

)

忠
宗

是
行

(貞

観

16

・
1

・
15
任

～
元

慶

1

・
1

・
15
転

大

外

記

)

菅

野

有

風

(
元
慶

1

・
1

・
29
任

～
元

慶

3

・
1

・
11
転

大

外

記

)

大

春

日
安

名

(
元
慶

1

・
1

・
29
任

～
元

慶

4

・
1

・
11
転

大

外

記

)

淡

海

有

守

(
元

慶

3

・
1

・
11
任

～
元

慶

5

・
2

・
14
転

大

外

記

)

巨

勢

文

宗

(
元

慶

4

・
1

・
11
任

～

元
慶

6

・
(錫

)
・
3
転

大

外

記

)

山

田

時

宗

(元

慶

5

・
2

・
14

～

元
慶

6

・
8

・
13
転

大

外

記

)

大

蔵

善

行

(元

慶

6

・
2

・
3
任

～
仁

和

1

・
1

・
16
転

大

外

記

)

幾

人

か
注

意

さ

れ

る
人

物

が

い
る
。

在

任

末

期

に

は

、
大

蔵

善

行

を

部

下

に
し　む

て

い
る
。

ま

た

、
巨

勢

文

宗

は

、

道

真

の
詩
友

、

巨

勢
文

雄

の
弟

と

考

え

ら

れ

る

。

な

お
、

こ

の

一
覧

を
見

れ
ば

、
良

臣

以

外

の
大

外

記

は

頻

繁

に
交

替

し

て

お

り

、

良

臣

は

長

く
在

任

し

て

い
た

よ
う

で

あ

る

。

良

臣

が

大

外

記

に
転

じ

る

同

日

に
転

出

し

た

愛

成

は

、

文

徳

実

録

撰

者

で

あ

っ
た

が

、

編
纂

か

ら

離

れ

た

で
あ

ろ
う

。

前

掲

の
序

文

に
よ

れ

ば

、

清

和

譲

位

に
よ

っ
て
作

業

が

中

断

し

た

と

い
う

が

、

愛

成

の
転

出

は

そ

の
直

前

で
あ

る
。

一349一



滝川 島田良臣考

 

7

貞
観
十
六
年
二
月
二
十
九
日
に
、
民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
菅
原
道
真
が
、
良

臣
に
詩
を
送

っ
て
き
た
。
周
知
の
ご
と
く
、
道
真
と
忠
臣
は
詩
友
で
あ
り
、
道
真

の
妻
は
忠
臣
女
で
あ
る
。
良
臣
は
義
理
の
叔
父
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
良
臣
と

道
真
の
直
接
的
な
関
係
は
、
資
料
上
で
は
こ
れ
が
初
め
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

拝
戸
部
侍
郎
、
珈
書
所
懐
、
呈
田
外
史

聞
説
劇
官
戸
部
郎

人
臣
何
簡
職
閑
忙

倫
居
史
局
三
年
去

恭
入
兵
曹

一
月
強

〈
余
貞
観
十
三
年
、

部

〉〈余
貞
観
十
三
年
、
内
史
と
為
る
。
今
年
正
月
兵
部
侍
郎
に
遷
る
。
二

月
戸
部
に
遷
任
す
〉

案
順
初
悪
従
政
理

案
順
初
め

て
慧
づ

政
理
に
従
ふ
こ
と
を

風
雲
暫
謝
属
文
章

風
雲
暫
く
謝
す

文
章
を
属
す
る
こ
と
を

知
君
近
侍
公
卿
議

知
り
ぬ

君
公
卿
の
議
に
近
侍
す

功
過
昇
降
報
莫
忘

功
過
の
昇
降

報
げ
て
忘
る
る
莫
か
れ

〈
外
史
侍
近
杖
頭
案
。
毎
有
公
議
、
終
日
砥
候
。
故
云
〉

〈
外
史
侯
頭
近
き
案

に
侍
す
。
公
議
有
る
毎
に
、
終
日
砥
候
す
。
故
に

云
ふ
〉

(「菅
家
文
草
」
巻

一
・
69
)

民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
道
真
が
、
外
記
の
良
臣
に
送

っ
て
所
懐
を
述
べ
た
詩

き
く
な
ら

聞
説
く

劇
官
戸
部
郎

え
ら

人
臣
何
ぞ
簡
ば
ん

職
の
閑
忙
を

楡
か
に

史
局
に
居
る
こ
と
三
年
に
し
て
去
り

恭
く
も

兵
曹
に
入
る
こ
と

一
月
強

為
内

史
。
今
年
正
月
遷
兵
部
侍
郎
。
二
月
遷
任
戸

で
あ
る
。
詩
の
前
半
は
、
激
職
の
民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
の
官
歴
を
述
べ

る
。
そ
し
て
民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
今
、
「案
順
」
(
11
文
書
)
を
扱
う
け
れ
ど

も
、
慣
れ
な
い
政
務
で
恥
ず
か
し
く
思
い
、
詩
興
を
か
き
立
て
る

「風
雲
」
が
あ

っ
て
も
、
文
章
を
作
る
こ
と
を
し
ば
ら
く
は
止
め
る
と
詠
む
。
そ
し
て
尾
聯
で
は
、

あ
な
た
が
公
卿
会
議
に
近
侍
す
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
、
だ
か
ら
、
会
議
で
評
価

さ
れ
る
私
の

「功
過
」
を
教
え
て
く
れ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
詩
は
、
歴
任
し

た
官
職
を
あ
げ
、
新
た
に
民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
ま
だ
こ
ち
ら
の
政
務
に

は
慣
れ
て
い
な
い
、
し
か
し
、
詩
文
を
作
る
こ
と
を
控
え
て
精
勤
し
た
い
と
思
う
、

そ
う
い
う
私
の
評
価
を
、
公
卿
の
議
で
聞
い
た
ら
教
え
て
欲
し
い
と
い
い
、
自
分

の
評
価
を
知
り
た
い
と
い
う
道
真
の
、
と
も
す
れ
ば
小
心
翼
々
た
る
心
情
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
興
味
深
い
。

道
真
は
、
「公
卿
の
議
」
に
は
外
記
が
近
侍
す
る
と
詠
ん
で
い
る
。
「公
卿
の
議
」

に
外
記
が
侍
る
の
は
、
例
え
ば
、
「
太
政
官
候
庁
前
、
農
に
鬼
跡
を
見
る
。
.所
謂

候
庁
は
、
公
卿
政
を
聴
き
、
外
記
直
侍
す
る
所
の
処
也
」
(「
日
本
三
代
実
録
」
貞

観
十
三
年
六
月
十
七
日
条
)
と
あ
り
明
ら
か
な
の
だ
が
、
問
題
は
、
こ
こ
で
述
べ

ら
れ
る

「公
卿
の
議
」
が
、
自
注
に
い
う

「杖
頭
」
で
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

自
注
は
、
外
記
が
杖
頭
に
近
侍
し
て
、
公
卿
の
議
が
あ
る
毎

に
、
「終
日
砥
候
」

す
る
の
だ
と
い
う
。
「侯
頭
」
は
、
陣
頭
に
同
じ
く
近
衛

の
陣
を
い
う
。
「案
」
は

机
。

つ
ま
り
陣
座
で
の

「公
議
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

当
時
の
陣
座

に
つ
い
て
は
、
「公
卿
外
記
候
庁
に
於

て
政
を
聴
く
。
文
徳
天
皇
崩

後
自
り
、
近
衛
陣
頭
に
於
て
、
弁
官
の
申
す
所
の
政
を
聴
く
。
今
日
始
め
て
常
儀

に
復
す
」
(「三
代
実
録
」
天
安
二
年
十
二
月
十
三
日
条
)
や

「是
れ
よ
り
先
、
太

一348一
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上
天
皇
崩
ぜ
し
自
り
、
公
卿
侯
下
に
於

て
弁
官
政
を
聴
く
。
是
日
、
太
政
官
候
庁

に
就
き

〈
外
記
庁
を
謂
ふ
也
〉
常
政
を
聴
く
」
(「一二
代
実
録
」
元
慶
四
年
十
二
月

十
九
日
条
)
の
よ
う
に
、
天
皇
や
上
皇
の
崩
御
に
よ

っ
て
陣
座
で

「政
」
が
行
わ

(
19
)

れ
て
お
り
、
臨
時
的
措
置
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
貞
観

・
元
慶
期
に

は
郡
司
の
詮
議
と
擬
階
奏
が
陣
座
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
道
真
詩
で
は
、

「功
過
」
に
関
わ
る

「公
卿
議
」
が

「
杖
頭
」
で
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
詩
は
、
先
述

の
ご
と
く
貞
観
十
六
年
二
月
以
降
の
作
で
あ

り
、
文
徳
崩
御
後
の
よ
う
に
臨
時
に
陣
座
が
政
務
の
場
と
な

っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
道
真
の
自
注
の
書
き
方
か
ら
は
、
「侯
頭
」
で
の

「公
卿
議
」
に

「外
史
」

の

「終
日
砥
候
」
が
常
態
に
な

っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
、
臨
時
的
措
置
と
は
い
い

が
た
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
解
を
得
て
い
な
い
。

(⑳
)

後
考
を
侯
ち
た
い
。

貞
観
十
八
年
正
月
に
良
臣
は
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た

(「外
記
補
任
」
)。
「三

代
実
録
」
に
よ
れ
ば
、
正
月
七
日
に
授
位
が
あ
り
、
恐
ら
く
こ
の
日
に
叙
せ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
四
十
五
歳
。

こ
の
時
期
の
外
記
は
、
叙
爵
す
る
と
外
記
か
ら
離
れ
外
吏
に
任
じ
ら
れ
る
傾
向

　む

が
あ
る
。
し
か
し
、
良
臣
は
こ
れ
以
後
元
慶
六
年
ま
で
大
外
記
で
あ
る
。
即
座
で

　ヨ

は
な
く
て
も
、
翌
年
外
吏
と
な
る
例

は
あ
る
が
、
良
臣
の
ご
と
く
長
期
に
亙
る
例

は
、
貞
観
元
慶
期
で
は
め
ず
ら
し
い
。
こ
の
年
十

一
月
二
十
九
日
に
清
和
天
皇
が

譲
位
し
、
前
掲
文
徳
実
録
序
に
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
前
後
は
国
史
編
纂

が
頓
挫
し
た
頃
で
あ
る
。
特
に
国
史
編
纂
の
た
め
に
残

っ
た
と
も
考
え
に
く

い
。

外
記
と
し
て
の
能
力
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
。

貞
観
十
九
年
、
陽
成
が
践
酢
す
る
。
文
徳
実
録
序
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

い
よ
い
よ

今
上
陛
下
、
武
子
文
孫
、
重
熈
累
沿
、
前
業
を
追
尋
し
、
遽

勒
修
を
勧
む
。

数
月
以
降
、
大
納
言
正
三
位
年
名
、
参
議
従
三
位
左
衛
門
督
音
人
、
天
患
遺

せ
ず
、
奄
然
と
し
て
世
を
下
る
。
元
慶
二
年
に
至
り
て
、
更
に
摂
政
右
大
臣

臣
基
経
に
勅
し
て
、
参
議
刑
部
卿
兼
行
勘
解
由
長
官
近
江
守
臣
菅
原
朝
臣
是

善
等
を
し
て
、
前
に
史
を
修
せ
し
者
文
章
博
士
従
五
位
下
兼
行
大
内
記
越
前

権
介
都
朝
臣
良
香
、
従
五
位
下
行
大
外
記
島
田
朝
臣
良
臣
等
と
、
専
精
実
録
、

潭
思
必
書
せ
し
む
。

陽
成
は
即
位
以
後
、
国
史
編
纂
の
業
を
継
ぎ
、
編
纂
を
進
め
た
も
の
の
、
数
ヶ

月
後
、
年
名
、
音
人
が
莞
じ
た
と
い
う
。
年
名
は
、
貞
観
十
九

(元
慶
元
)
年
四

月
八
日
に
亮
じ
、
音
人
は
、
十

一
月
三
日
に
莞
じ
た
。
こ
こ
で
ま
た
編
纂
は
頓
挫

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
翌
元
慶
二
年
に
至

っ
て
、
改
め
て
撰
者
が
任
命
さ

、

れ
た
。
基
経
、
良
香
、
良
臣
は
そ
の
ま
ま
で
、
是
善
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
良

　お
　

臣
は
今
回
は
、
外
記
と
し
て
撰
者
に
再
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

元
慶
二
年
二
月
二
十
五
日
、
日
本
紀
講
書
が
始
ま
り
、
良
臣
は
都
講

(尚
復
)

を
勤
め
た
。
「宜
陽
殿
東
廟
に
於
て
、
従
五
位
下
行
助
教
善
淵
朝
臣
愛
成
を
し
て
、

始
め
て
日
本
紀
を
読
ま
し
む
。
従
五
位
下
行
大
外
記
島
田
朝
臣
良
臣
を
都
講
と
為

す
。
右
大
臣

(基
経
)
已
下
参
議
已
上
、
其
の
説
を
聴
受
す
」
と
あ
る
。
都
講
は

一347一
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講
書
に
於
け
る
博
士
の
補
助
役

で
あ

る
。
「
日
本
三
代
実
録
」
元
慶
六
年
八
月
二

十
九
日
条
に
も
、
「
太
政
大
臣

(基
経
)

・
右
大
臣

(源
多
)
及
び
諸
公
卿
並
び

に
之
れ
を
聴
く
」
と
あ
り
、
基
経
以

下
公
卿
の
受
講
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
元
慶
度
の
日
本
紀
講
書
は
、

こ
れ
以
前
と
は
変
化
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

　　
　

れ
て
い
る
。
元
慶
度
以
後
博
士
が
儒
者
と
な
り
、
公
卿
以
下
が
受
講
す
る
よ
う
に

な
り
、
場
所
も
、
宜
陽
殿
東
廟
と
な

っ
た
。
ま
た
、
寛
宴
和
歌
が
詠
ま
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
も
、
こ
の
元
慶
度
か
ら
で
あ
る
。

良
臣
が
都
講

(尚
復
)
に
選
ば
れ
た
事
情
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
こ
れ
以
前
の

都
講
も
知
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
「西
宮
記
」
(第
七

・
臨
時

・
講
日
本
記
事
)
で
は
、

「明
経
道
に
仰
せ
て

〈
承
平
紀
伝

一
人
、
明
経

一
人
〉、
尚
復
の
学
生
を
差
し
進
め

し
む
」
と
あ

っ
て
、
学
生
が
務
め
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
外
記
の
良
臣
は
こ
れ

と
も
異
な
る
。
こ
の
講
書
か
ら
博
士
が
儒
者
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
方
向
で

選
ば
れ
た
か
。
但
し
、
博
士

・
愛
成

は
明
経
道
の
教
官

で
あ
る
か
ら
、
明
経
道
出

身
者
か
ら
選
ば
れ
る
の
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
。
も

っ
と
も
、
良
臣
の
祖
父
と
目

さ
れ
る
清
田
は
、
弘
仁
の
日
本
紀
講
書
で

「業
を
受
け
」
て
お
り

(「
日
本
書
紀

私
記

(甲
本
)
」
所
引
弘
仁
私
記
序
)、
そ
の
関
係
で
良
臣
が
選
ば
れ
た
か
。

講
書
の
次
第
を
、
「西
宮
記
」
(第
九

・
臨
時
二

・
始
講
日
本
記
事
)
に
よ

っ
て

　
あ
　

示
す
。時

剋
、
大
臣
井
び
に
納
言
、
左
近
陣
よ
り
立
ち
着
座
。
各
の
書
巻

〈
笏
に
副

ふ
〉
を
執
り
て
、
東
面
の
板
戸
自
り
入
り
て
、
昇
殿
し
て
着
座

〈
納
言
は
、

角

一
間
自
り
登
る
〉。
次

に
参
議
東
面
の
板
戸
従
り
入
る
。
即
ち
南

一
間
自

り
昇
り
て
着
座

〈
同
じ
く
書
巻
を
執
る

〉。
座
定
り
て
、
大
臣
外
記
を
召

す
。
々
々

(外
記
)
称
唯
し
て
趨
り
て
東
戸
内
に
立

つ

〈
西
面
。
是
れ
則
ち

大
臣
の
入
り
し
戸
也

〉。
大
臣
博
士
を
召
す
べ
き
由
を
仰
す

〈
其
の
詞
日
記

に
在
る
也
〉。
外
記
称
唯
し
て
退
出
。
次
に
博
士
南
小
戸
従
り
入
り
て
直
ち

に
登
り
て
着
座
。
次
に
尚
復
の
学
生
等
同
じ
小
戸
自
り
入
り
、
東
小
板
の
座

に
着
す
。
次
に
聴
衆
の
弁

・
少
納
言
及
び
召
人
等
同
じ
南
小
戸
従
り
入
り
て
、

小
板
敷
の
座
に
着
き
了
ぬ
。
次
に
当
講
の
尚
復
の
学
生

一
人
進
み
て
其
の
座

に
着
く
。
次
に
博
士
、
尚
復
、
大
臣
以
下
皆
書
巻
を
披
く
。
次

に
尚
復
文
と

唱
ふ
。

一
声
の
音
、
其
の
体
高
く
之
れ
を
長
く
す
。
次
に
博
士
講
読
了
ぬ
。

尚
復
読
み
詑
ぬ
。
尚
復

・
博
士
退
出
す
。
　　

以
上
は
、
梅
村
玲
美
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
読
書
始
の
次
第
で
あ
ろ
う
。
大
臣

や
納
言
等
公
卿
の
着
座
が
あ
り
、
そ
の
後
大
臣
が
外
記
を
召
し
て
、
博
士
を
召
す

由
を
命
じ
、
博
士
が
着
座
。
そ
し
て
、
尚
復
の
学
生
が
入
り
着
座
。
最
後
に
、
聴

衆
の
弁

・
少
納
言

・
召
人
が
着
座
と
な
る
。
こ
こ
で
は

「尚
復
の
学
生
」
と
あ
る

が
、
後
述
す
る
元
慶
の
講
書
再
開
以
後
、
尚
復
に
は
学
生
が
当
た
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
次
第
は
そ
れ
を
承
け
て
い
る
。
当
初
は
、
尚
復
は
良
臣

一
人
で
あ
る
。

着
座
が
終
わ
る
と
、
博
士
、
尚
復
、
大
臣
以
下
が
書
巻
を
開
く
。
次
に
尚
復

も
ん

(27
)

(良
臣
)
が

「文
」
と
唱
す
。
次
に
博
士
が
講
読
し
、
尚
復
が
読
み
、
退
出
す
る
。

こ
う
し
て
日
本
紀
講
書
が
始
ま
る
の
だ
が
、
し
ば
ら
く
し
て
中
絶
し
た
ら
し
い
。

「
日
本
三
代
実
録
」
元
慶
三
年
五
月
七
日
条
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

従
五
位
下
守
図
書
頭
善
淵
朝
臣
愛
成
を
し
て
、
宜
陽
殿
東
廟
に
於
て
、
日
本

紀
を
読
ま
し
む
。
明
経
紀
伝
生
三
四
人
を
喚
び
て
都
講
と
為
す
。
大
臣
巳
下

毎
日
便
ち
開
読
す
。
前
年
始
め
て
読
み
、
中
間
停
廃
す
。
故
に
更
に
読
む
。
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10奈良大学大学院研究年報 第16号(2011年)

中
絶
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
「明

経
紀
伝
生
三
四
人
を
喚
び
て
都
講
と
為
す
」
と
、
新
た
に
都
講
が
任
命
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
以
前
に
良
臣
は
都
講
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中

絶
の
理
由
も
良
臣
が
都
講
か
ら
離
れ
た
理
由
も
不
明
だ
が
、
北
川
和
秀
が
指
摘
す

ま
　

る
よ
う
に
、
国
史
編
纂
と
関
わ
る
か
も
知
れ
な

い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
元
慶
二

年

に
入

っ
て
新
た
に
撰
者
が
任
じ
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
講
書
開
始
の

後
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
撰
者
で
あ
る
基
経
、
良
臣
が
多
忙
で
参
加
で
き
な
く
な
り
、

講
書
が
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
再
開
記
事
に
よ
れ

ば
、
基
経
以
下
毎
日
講
読
に
参
加
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
国
史
編
纂
作
業
が
入

れ
ば
、
そ
れ
も
不
可
能
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
講
書
が
再
開
さ
れ
て
も
、
筆
頭
撰

者
で
あ

っ
た
基
経
は
参
加
で
き
て
も
、
編
纂
実
務
を
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
良
臣
は
、

都
講
の
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
ー
同
じ
く
実
務
を
担
当
し
た
で
あ
ろ

う
良
香
が
元
慶
三
年
二
月
二
十
五
日
に
卒
し
て
い
る
1
降
り
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。元

慶
二
年
八
月
二
十
五
日
、
皇
弟

・
貞
保
親
王
が
飛
香
舎
に
於

い
て
初
め
て
蒙

求
を
読
ん
だ
。
侍
読
は
橘
広
相
で
あ

る
。
当
日
宴
が
開
か
れ
、
右
大
臣
藤
原
基
経

は
、
特
に
左
少
弁
巨
勢
文
雄
、
文
章
博
士

・
大
内
記

・
越
前
権
介
都
良
香
、
大
外

記
島
田
良
臣
、
少
内
記
菅
野
惟
肖
ら
数
人
を
呼
び
、
詩
を
作
ら
せ
た
。
都
良
香
作

に
な
る
詩
序
が
、
「
八
月
廿
五
日
第

四
皇
子
於
飛
香
舎
従
吏
部
橘
侍
郎
広
相
始
受

蒙
求
便
引
文
人
命
宴
賦
詩
」

(「本
朝
文
粋
」
巻
九

・
脳
)
と
し
て
残
る
。

貞
保
の
母
は
藤
原
高
子
で
あ
り
、
陽
成
の
同
母
弟
で
、
基
経

の
甥
に
当
た
る
。

恐
ら
く
こ
の
講
書
も
、
基
経
が
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
良
臣
は
基
経
の
近

習
な
の
で
、
そ
の
縁
で
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
侍
読
の
橘
広
相
を
含
め
、

他
の
詩
人
は
、
特
段
基
経
と
の
関
係
は
知
ら
れ
ず
、
良
香
は
こ
の
時
の
文
章
博
士

で
あ
り
、
文
雄
も
、
も
と
文
章
博
士
で
あ
る
。
良
臣
は
大
外
記
で
儒
者
、
そ
し
て

　　

惟
肖
は
内
記
で
あ
る
。
帯
び
た
官
職
か
ら
し
て
も
、
専
門
性
の
高

い
儒
者
を
特
に

喚
ん
で
い
る
よ
う
で
、
近
習
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
良
臣
も
そ
の
才
学
を
認
め
ら

れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

良
香
は
、
良
臣
と
と
も
に
文
徳
実
録
を
編
纂
し
て
い
る
が
、
元
慶
三
年
二
月
二

十
五
日
に
卒
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
文
徳
実
録
序
に
も
、
「
良
香
斯
文
の
晩
成
を

愁
ひ
、
彼
命
の
早
唄
を
忘
れ
、
注
記
手
に
随
ひ
て
、
亡
去
忽
焉
た
り
」
と
記
さ
れ
、

残
さ
れ
た
撰
者
た
ち
は

「臣
等
筋
力
を
百
倍
し
、
精
誠
を
参
合
し
、
銘
肌
逞
あ
ら

ず
、
軟
掌
事
に
従
ふ
」
と

い
う
。

文
徳
実
録
は
、
元
慶
三
年
十

一
月
十
三
日
に
奉
進
さ
れ
た

(文
徳
実
録
序
)
。

撰
者
は
、
結
果
的
に
、
右
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
基
経
、
参
議
刑
部
卿
正
四
位
下

兼
行
勘
解
由
長
官
近
江
守
菅
原
朝
臣
是
善
、
従
五
位
下
行
大
外
記
島
田
朝
臣
良
臣

の
三
名
と
な
り
、
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
た
の
は
基
経
と
良
臣
で
、
良
臣
は
、
最

初
は
紀
伝
道
出
身
の
儒
者
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
外
記
と
し
て
長
く
編
纂
に
携
わ

っ

た
こ
と
に
な
る
。
清
和
譲
位
に
よ
る
編
纂

の
中
絶
、
南
淵
年
名
、
大
江
音
人
、
都

　　

良
香

の
死
な
ど
を
乗
り
越
え
て
、
完
成
に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
。

元
慶
五
年
二
月
十
五
日
、
加
賀
介
を
兼
任
し
た

(「外
記
補
任
」
)
。
大
外
記
は

そ
の
ま
ま
な
の
で
遙
任
で
あ
る
。
大
外
記
は
叙
爵
し
て
外
吏
に
任
じ
ら
れ
て
転
出
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す
る
の
が
こ
の
時
期
の
通
例
だ
が
、
良
臣
は
叙
爵
し
て
も
大
外
記
に
留
ま
り
、
さ

ら
に
こ
こ
で
加
賀
介
に
任
じ
ら
れ
て
も
転
出
せ
ず
に
兼
任
で
あ
る
。
叙
爵
し
て
外

吏
を
兼
任
し
て
こ
れ
だ
け
留
ま
る
例
は
、
こ
の
時
期
に
は
見
え
な
い
。
近
い
の
は

善
淵
愛
成
で
、
貞
観
十
年
に
外
従
五
位
下
で
大
外
記
に
転
じ
、
貞
観
十
四
年
の
播

磨
大
縁
を
兼
任
し
、
同
十
六
年
に
山
城
介
に
任
じ
ら
れ
て
転
出
し
た
。
良
臣
は
、

愛
成
よ
り
も
在
任
期
間
が
長
く
、
し
か
も
途
中
に
貞
観
十
八
年
正
月
に
叙
爵
し
て

も
大
外
記
に
留
ま
り
、
さ
ら
に
こ
の
元
慶
五
年
に
加
賀
介
に
任
じ
ら
れ
て
も
兼
任

で
、
転
出
し
な
か

っ
た
。
か
な
り
異
例
の
在
任
と

い
え
る
。
愛
成
と
良
臣
は
、
と

も
に
文
徳
実
録
撰
者
で
あ

っ
た
が
、
愛
成
は
、
途
中
山
城
介
と
し
て
転
出
し
て
撰

者
か
ら
離
れ
た
も
の
の
、
良
臣
は
叙
爵
し
て
も
大
外
記
に
留
ま

っ
て
文
徳
実
録
編

纂
に
携
わ
り
、
編
纂
が
終
了
し
、
加
賀
介
に
任
じ
ら
れ
て
も
転
出
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
や
は
り
そ
れ
だ
け
大
外
記
と
し
て
の
能
力
を
買
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

加
賀
介
の
同
僚
と
し
て
は
、
多
治
藤
善
が
、
元
慶
四
年
十
二
月
五
日
に
加
賀
守

と
し
て
見
え
る
。
仁
和
元
年
正
月
十
六
日
に
は
既
に
大
蔵
大
輔
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
藤
原
弘
経
が
、
元
慶
六
年
十

二
月
二
十
九
日
に
権
守
と
し
て
見
え
る
が
、

左
衛
門
佐
兼
任
で
遙
任
で
あ
る
。

な
お
、
「康
富
記
」
文
安
四
年
十

二
月
十
三
日
に
、
大
外
記
叙
留
例
と
し
て

「大
外
記
島
田
良
臣
…
元
慶
六
年
二
月
十
五
日
、
加
賀
介
に
遷
る
」
と
あ
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
元
慶
五
年
二
月
十
五
日

に
は
除
目
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
元
慶

六
年
は
二
月
三
日
で
あ
る

(「
三
代
実
録
」
)。
「康
富
記
」
の
記
事
は
、
元
慶
五
年

　お
　

の
誤

り

で
あ

ろ
う

。

少
外
記
か
ら
大
外
記
に
転
じ
た
良
臣
は
、
異
例
の
長
期
在
任
期
間
を
持

っ
た
。

そ
の
間
、
文
徳
実
録
編
纂
、
日
本
紀
講
書
都
講
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
。
外
記
と

し
て
の
能
力
の
高
さ
、
国
史

へ
の
造
詣
の
深
さ
が
知
ら
れ
る
。
儒
者
、
そ
し
て
実

務
官
僚
と
し
て
こ
の
期
間
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

四
、
死

「外
記
補
任
」
元
慶
六
年
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
外
記

従
五
位
下

島
田
良
臣

〈
加
賀
介

〉

従
五
位
下

淡
海
有
守

〈
正
月
七
日
叙
。
二
月
三
日
任
安
木
介
〉

巨
勢
文
宗

〈
三
月
三
日
任
〉

山
田
時
宗

〈
八
月
十
三
日
任
〉

少
外
記

大
蔵
善
行

〈
二
月
三
日
任
。
元
土
佐
権
橡
〉

高
丘
五
常

〈
八
月
十
三
日
任
。
元
左
少
史
〉

　　

こ
れ
を
見
る
と
、
有
守
の
後
任
と
し
て
文
宗
が
、
良
臣
の
後
任
と
し
て
八
月
十

三
日
に
時
宗
が
任
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
除
目
は
二
月
三
日
に
行

わ
れ
た

(
「三
代
実
録
」
)
。
有
守
の
任
安
藝
介
も
そ
の
除
目
に
よ
る
も

の
だ
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
外
記
は
叙
位
で
叙
爵
す
る
か
除
目
で
外
吏
に
任
じ
ら
れ
て

離
任
す
る
の
が
通
例
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
大
外
記
が
交
替
す
る
の
は
、
主
に
正

月
か
二
月
に
な
る
。
有
守
が
転
出
し
、
そ
の
後
任
に
文
宗
が
任
じ
ら
れ
る
の
は
、

通
常
の
異
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
宗
の
八
月
十
三
日
任
と

い
う
日
付
は
通
例
で

は
な

い
。
ま
た
、
通
例
で
あ
れ
ば
有
守
の
よ
う
に
転
出
後
の
官
職
が
記
さ
れ
る
の
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に
、
良
臣
に
は
そ
れ
が
な
い
。
正
月

・
二
月
以
外
で
転
出
先
が
記
さ
れ
な
い
例
に

承
和
入
年

の
例
が
あ
る
。

大
外
記

従
五
位
下

山
田
古
嗣

外
従
五
位
下

清
内
御
薗

〈
卒
〉

菅
野
継
門

〈
八
月
十

四
日
任

〉

古
嗣
は
翌
年
も
大
外
記
な
の
で
、
継
門
は
御
薗
の
後
任
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
御
薗
の
卒
に
よ
る
異
動
で
あ

っ
た
。
と
す
れ
ば
、
良
臣
の
八
月
十
三
日
の
離
任

も
、
辞
職
し
た
か
、
あ
る
い
は
卒
去

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
兄

・
忠
臣
に

「契
舎
弟
外
史
大
夫
」

(「田
氏
家
集
」
巻
中

・
97
)
の
作
が
あ
る
の
で
、
良
臣
は

外
記
の
ま
ま
卒
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「外
記
補
任
」
元
慶
六
年
は

「卒
」
の
注

　　

記
が
落
ち
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
良
臣
は
、
元
慶
六
年
八
月
十
三
日
に
従

(35
)
(36
)

五
位
下
大
外
記

・
加
賀
介
と
し
て
卒
し
た
。
五
十

一
歳

。

兄

・
忠
臣
は
、
弟
の
死
を
悼
ん
で
詩
を
詠
ん
だ
。
忠
臣
は
、

　　
　

従
五
位
上

・
兵
部
少
輔
で
あ
っ
た
。

契
舎
弟
外
史
大
夫

親
惟
同
産
義
相
愚

舟
墾
推
遷
意
不
勝

本
自
堅
貞
凌
臓
雪

何
因
消
化
軟
春
氷

家
悲
遊
水
長
沈
玉

国
恨
明
時
頓
滅
燈

五
十
五
歳
。
当
時
、

親
は
惟
れ
同
産

義
は
相
患
む

舟
墾
推
遷
し
て

意
に
勝
へ
ず

本
自
り

堅
貞
臓
雪
を
凌
ぐ

何
に
因
り
て

消
化
春
氷
よ
り
軟
き

家
は
悲
し
ぶ

遊
水
長
し
へ
に
玉
を
沈
む
る
を

国
は
恨
む

明
時
頓
に
燈
を
滅
す
を

突
後
廻
心
思
外
事

実
し
て
後

心
を
廻
し
て
外
事
を
思
ふ

白
雲
憶
我
晩
為
僧

白
雲
我
を
塊
ぢ
し
む

晩
く
僧
と
為
り
し
こ
と

(「
田
氏
家
集
』
巻
中

・
97
)

「
田
氏
家
集
注
」
に
詳
細
な
注
釈
が
備
わ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
読
解
す
れ

ば
、
第

一
句
目
は
、
良
臣
と
は
同
母
の
兄
弟
で
、
宮
仕
え
は
頼
り
に
し
あ

っ
て
い

た
と

い
捻

二
句
目
は
・
良
臣
の
死
を
い
う
・
「舟
墾
」
に
つ
い
て
は
、
「注
」
に

か
く

詳
し
く
、
「荘
子
」
(内
篇

・
大
宗
師
篇
)
に
見
え
る

「舟
を
墾
に
蔵
す
」
の
略
で
、

「死
生
変
化
の
免
れ
が
た

い
こ
と
を
喩
え
て
言
う
文
脈
に
用
い
ら
れ
る
」
。
な
お
、

む
な

近
い
措
辞
と
し
て
、
「叡
山
大
師
伝
」
に
天
竺
上
人
の
遷
化
を

「徒
し
く
墾
舟
を

(39
)

遷
す
」
と
表
現
し
た
例
が
あ
る
。

頷
聯
は
、
良
臣
の
貞
節
を
述
べ
、
そ
の
早
い
死
を
悼
む
。
「堅
貞
臓
雪
を
凌
ぐ
」

は
、
陰
暦
十
二
月
の
雪
に
犯
さ
れ
な

い
貞
節
を
持

つ
こ
と
を
い
う
。
「注
」
は
、

「臓
雪
」
を

「
堅
貞
」
な
も

の
と
見

て
、
そ
れ
を
凌
ぐ
人
格
が
あ
る
と
い
う
が
、

雪
に
犯
さ
れ
な
い
貞
節
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
う
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば

「世
説
新
語
」

(巻
上

・
言
語

・
57
)
に

「松
柏
の
質
、
霜
を
経
て
弥
茂

る
」
と
、
霜
を
凌
い
で
茂
る
松
柏
の
性
質
が
記
さ
れ
る
。
寒
さ
に
堪
え
る

「松
柏
」

は
、
周
知
の
よ
う
に

「論
語
」
子
牢
篇
の

「歳
寒
く
し
て
然
る
後

に
松
柏
の
後
に

彫
む
を
知
る
也
」
に
基
づ
き
、
ま
た
、
音
の
播
岳

「
西
征
賦
」
(
「文
選
」
巻
十
)

に

「勤
松
歳
寒
に
彰
れ
、
貞
臣
国
危

に
見
る
」
と
あ

っ
て

(李
善
注
は

「論
語
」

を
引
く
)
、
寒
さ
に
凋
ま
ず
に
残
る
松
を

「貞
臣
」
に
喩
え
て
表
現
し
て
い
る
。

忠
臣
詩
に
は
、
直
接

「松
柏
」
は
表
現
さ
れ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
踏

ま
え
て
、
雪
を
も
凌
ぐ
良
臣
の
松
柏
の
如
き
貞
節
-
国
家
に
対
す
る
ー
を
詠
む
の

一343一
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で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
雪
を
も
凌
ぐ
貞
節
を
持

っ
て
い
た
の
に
拘
わ
ら
ず
、
春

の
氷
よ
り
も
脆
く
消
え
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

頸
聯
は
、
「家
」
「
国
」
に
於

い
て
、
良
臣
の
死
が
悼
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
詠
む
。

「国
は
恨
む
」
と
詠
む
と
こ
ろ
に
、
忠
臣
の
視
点
で
は
あ
る
が
、
良
臣
が
、
国
家

に
貞
節
な
る
優
れ
た
臣
下
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

尾
聯
は
、
忠
臣
の
悲
し
み
を
述
べ
る
が
、
「晩
く
僧
と
為
り
し
こ
と
」
は
、
「注
」

も
指
摘
す
る
よ
う
に
疑
問
。
忠
臣
は

こ
の
時
点
で
は
出
家
し
て
い
な
い
。

忠
臣
は
、
良
臣
の
死
を
悼
む
の
だ
が
、
そ
の
死
は

「頓
に
燈
を
滅
す
」
と
あ
る

よ
う
に
急
死
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
良
臣
が
貞
節
を
持
ち
、
そ
の
死
を
国

が
残
念
に
思
う
と
詠
む
の
だ
か
ら
、
良
臣
を
有
能
な
臣
下
と
し
て
位
置
づ
け
て
いお　

る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
も
、
有
能

な
実
務
官
僚
と
し
て
の
良
臣
像
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
詩
に
道
真
が
奉
和
し
た
作
が
残

っ
て
い
る
。

奉
和
兵
部
侍
郎
実
舎
弟
大
夫
之
作

〈
押
韻
〉

魂
也
帰
来
何
処
想

生
涯
不
遇
痛
無
勝

君
悲
逝
水
孤
浮
浪

我
泣
分
陰
共
鎮
氷

相
国
心
寒
秋
露
草

通
家
眼
暗
暁
風
燈

魂
や
帰
り
来
り
て

何
処
に
想
ら
ん

生
涯
の
不
遇

痛
に
勝
ふ
る
こ
と
無
し

君
は
悲
し
ぶ

逝
く
水
に
孤
り
浪
に
浮
か
ぶ
を

き
ざ

我
は
泣
く

分
陰
に
も
共
に
氷
を
鎮
み
し
を

相
国
心
寒
し

秋
の
露
の
草

通
家
眼
暗
し

暁
の
風
の
燈

〈
大
夫
在
生
、
為
大
相
国
之
近
習
。
余
以
婚
親
、
毎
述
心
胆
。
今
之
傷
悼

死
而
有
絵
。
故
云
〉

〈
大
夫
在
生
、
大
相
国
の
近
習
為
り
。
余
婚
親
を
以
て
、
毎

に
心
胆
を

述
ぶ
。
今
、
死
を
傷
び
悼
び
て
籐
り
有
り
。
故
に
云
ふ
〉

菩
提
道
外
誰
廻
向

菩
提
の
道
の
外

誰
か
廻
向
せ
ん

為
念
彌
陀
拝
老
僧

為
に

彌
陀
を
念
じ
老
僧
を
拝
す

(「菅
家
文
草
」
巻
二

・
93
)

首
聯
は
、
良
臣
の
死
を
詠
む
。
「魂
也
帰
来
」
は
、
楚
の
宋
玉

「招
魂
」
(「楚

ま
た

辞
」
)
に

「魂
分
帰
来
」
と
出
る
。
王
逸
注
に

「
屈
原
の
身
に
還
帰
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
屈
原
の
魂
に

「身
」
(
11
醜
)
に
帰
れ
と
い
う
。
「招
魂
」
で
は
、
魂
よ

帰
れ
と
呼
び
か
け
る
言
葉
だ
が
、
こ
こ
は
、
呼
び
か
け
て
帰

っ
て
き
た
と
し
て
も
、

何
処
に
拠
れ
ば

い
い
の
か
、
と
詠
む
。
そ
し
て
、
良
臣
が

「生
涯
不
遇
」
で
、
そ

の
悲
し
み
に
堪
え
ら
れ
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
貞
節
を
持
つ
有
能
な
臣
下
で
あ

っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
忠
臣
と
は
、
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

頷
聯
は
、
内
容
的
に
は
忠
臣
詩
の
頸
聯
を
承
け
る
が
、
忠
臣
が

「家
」
と

「国
」

を
取
り
あ
げ
る
の
に
対
し
、
道
真
は
、
忠
臣
と
自
分
の
悲
し
み
を
い
う
。
「逝
水
」

は
周
知
の
よ
う

に

「論
語
」

(子
牢
)
の

「逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
。
昼
夜
を

鱗
口か
ず
」
に
基
づ
き
、
死
ん
だ
良
臣
が
二
度
と
帰
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。
三
句
目
、

「鎮
氷
」
は
、
「塩
鉄
論
」
殊
路
に

「内
に
其
の
質
無
く
、
而
し
て
外
に
其
の
文
を

学
ぶ
は
、
賢
師
良
友
有
り
と
錐
も
、
脂
に
画
き
氷
を
鎮
み
、
日
を
費
し
巧
を
損
ず

る
が
若
し
」
と
見
え
、
「抱
朴
子
」
論
仙
に

「夫
れ
心
を
苦
め
己
を
約
し
、
以

て

無
益
の
事
を
行
ふ
は
、
氷
を
鎮
み
朽
を
離
り
、
終
に
必
成
の
功
無
し
」
と
あ
る
よ

う
に
、
氷
を
刻
む
よ
う
な
、
無
駄
な
努
力
の
こ
と
を
い
う
。
劉
知
幾

「史
通
」
裁

文
の

「夫
れ
氷
を
鎮
み
壁
と
為
す
も
、
得
て
用
ゐ
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
地
に
画
き

一342一
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て
餅
と
為
す
も
、
得
て
食
ふ
べ
か
ら
ざ
る
也
」
も
、
無
用
を
意
味
す
る
。
中
国
や

日
本
の
例
を
見
て
も
、
お
お
む
ね

「
塩
鉄
論
」
や

「抱
朴
子
」
を
典
拠
と
し
て
い

る
。
こ
の
方
向

で
解
釈
す
る
と
、
良
臣
と
道
真
は
、
と
も
に
僅
か
な
時
間
で
も
無

駄
な
こ
と
を
し
て
い
た
こ
と
と
な
り
、
道
真
は
そ
れ
を
泣
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　む
　

こ
こ
は
そ
れ
で
は
通
じ
に
く

い
。
川
口
久
雄

は

「清
麗
な
詩
文
を
彫
琢
す
る
こ
と

　ゆ
　

の
喩
」
と

い
い
、
本
間
洋

一
は

「良
臣
が
巧
み
な
詩
文
を
成
し
た
も
の
の
は
か
な

く
逝

っ
た
意
を
込
め
る
」
と

い
う
。

例
え
ば
、
「史
通
」
の
例
は
否
定
的
な
文
脈

と
は
い
え
、
刻
ま
れ
た
氷
を

「壁
」
と
し
て
お
り
、
氷
を
刻
ん
で

「壁
」
を
作
る

よ
う
に
詩
文
を
彫
琢
し
た
と
解
す
べ
き
か
。

頸
聯
は
、
「相
国
」
11
基
経
の
心
が
、
秋
の
露
が
置
く
草
の
よ
う
に
は
か
な
く

死
ん
だ
良
臣
の
た
め
に
、
寒
々
し
く
感
じ
て
い
る
と

い
い
、
「
通
家
」
11
姻
戚
で

あ
る
私
は
、
暁
の
風
の
前
の
灯
火
が
消
え
る
よ
う
に
死
ん
だ
良
臣
の
た
め
に
、
目

の
前
が
真

っ
暗
に
な
る
と

い
う
。
五
句
目
に

「秋
露
」
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
良
臣

の
死
が
秋
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
尾
聯
で
、
良
臣
の
死
後
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
、
「彌
陀
を
念
じ
老
僧

を
拝
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
詩

の
四
句
目
に
よ
れ
ば
、
と
も
に
詩
文
を
彫
琢
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、

道
真
と
良
臣
の
間
に
は
、
詩
の
贈
答

な
ど
頻
繁
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
但

し
、

「
菅
家
文
草
」
に
は
前
掲
の

一
首
し
か
残
ら
な
い
。
ま
た
、
道
真
の
こ
の
詩
は
、

忠
臣
が
良
臣
の
貞
節
、
国
家
と
の
関
わ
り
を
詠
む
の
に
対
し
、
基
経
の
近
習
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
も
の
の
、
臣
下
と
し
て
の
有
能
さ
を
忠
臣
ほ
ど
強
調
す
る
こ
と

は
な
い
。
そ
の
点
、
相
違
が
あ
る
。

忠
臣
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

題
舎
弟
玉
大
夫
詩
巻

不
似
何
充
吟
詠
銀

珊
瑚
処
処
有
声
寒

縦
難
片
玉
無
双
美

欲
付
家
詩
共
帳
看

良
臣
に
詩
巻
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

の
如
き

「声
」
)
、
「片
玉
」

い
っ
て
も
、
「家
詩
」
(島
田
家
の
家
集
)

(以
上
、
「注
」
の
解
釈
に
よ
る
)。

当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
儒
者
と
し
て
の
官
歴

・
閲
歴
し
か
見
え
な
い
も
の
の
、

良
臣
は
詩
人
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
実
務
官
僚
と
し
て
過
ご
し
た
良
臣
が
ど
の

よ
う
な
詩
を
詠
ん
だ
の
か
は
、
忠
臣
や
道
真
ー

い
わ
ゆ
る
詩
人
派
ー
と
の
関
連
も

含
め
て
興
味
深
い
が
、
知
る
術
は
な
い
。

お
わ
り
に

し似
か
ず

何
充
の
吟
詠
銀
き
に

珊
瑚

処
処
に
声
有
り
て
寒
し

縦
ひ
片
玉
に
し
て
双
美
無
し
と
錐
も

家
詩
に
付
し
て
秩
を
共
に
し
て
看
ん
と
す

(「田
氏
家
集
」
巻
中

・
m
)

良
臣

の
作
品
を
称
え

(
「珊
瑚
」

(片
鱗
)
で
、
「双
美
」
(完
全
な
美
か
)
が
な
い
と
は

と
し
て

「帳
」
を
共
に
し
た
い
と
い
う

良
臣
の
伝
記
を
辿

っ
て
来
た
。
紀
伝
道
出
身
者
と
し
て
、
少
外
記
か
ら
大
外
記

に
任
じ
ら
れ
、
国
史
編
纂
に
携
わ
り
、
日
本
紀
講
書
に
も
預
か

っ
た
。
異
例
の
長

き
に
わ
た
る
外
記
在
任
は
、
実
務
官
僚
と
し
て
の
有
能
さ
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
も

し
急
死
し
な
け
れ
ば
、
実
務
派
の
儒
者
と
し
て
官
歴
を
重
ね
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
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れ
は
分
か
ら
な
い
。
良
臣
は
、
得
業
生
と
な

っ
て
お
ら
ず
、
献
策
も
し
て
い
な
い
。

安
倍
興
行
や
巨
勢
文
雄
、
紀
長
谷
雄
、
道
真
の
よ
う
に
文
章
博
士
と
な
る
こ
と
は

な
か

っ
た
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
儒
者
で
あ

っ
て
も
、
詩
人
と
し
て
、
道
真

と
と
も
に

「氷
」
を

「鎮
」
ん
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
良
臣
に
と

つ

て
詩
作
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
の
か
。
そ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

儒
家
派
官
人
た
ち

の
存
在
と
も
関
わ

っ
て
興
味
深
い
の
だ
が
、
資
料
も
残
ら
ず
、

追
求
は
で
き
な
い
。

詩
人
派
と

い
わ
れ
る
道
真
、
忠
臣

に
も

つ
と
も
近
し

い
と
思
わ
れ
る
良
臣
は
、

実
務
官
僚
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
検
討
し
た
、
興
行
、

　タ

文
雄
に
も
共
通
す
る
側
面
で
あ
る
。
特
に
興
行
、
文
雄
は
、
道
真
が

「詩
友
」
と

し
て
認
め
た
詩
人
で
あ
る
。
道
真
が
親
し
く
し
て
い
た
人
々
に
は
、
実
務
官
僚
の

側
面
を
持

つ
儒
者

・
詩
人
が
多
く
、
彼
ら
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
「
詩
人
」
「詩
臣
」

を
標
榜
す
る
道
真

の
、
詩
作
そ
の
も

の
に
重
き
を
置
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
特
異

に
見
え
て
く
る
。
こ
の
点
は
、
さ
ら
ら
に
道
真
周
辺
の
儒
者

・
詩
人
た
ち
の
分
析

か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注(
1
)
金

原
理

「
嶋

田
氏

の
系
譜
」

(『
平
安
朝
漢
詩
文

の
研
究

」
九
州
大
学
出
版
会

.
一
九

八

一
年
、

一
九
七

〇
年
初
出
)
。

(
2
)

『類
聚
符
宣
抄
」
巻
十

・
五
位
已
上
朝
参
上
日

に
、
同
年
三
月
二
十

一
日
に
大
外

記
在

任

で
あ

る
こ
と
が
確
認

で
き

る
。

(
3
)
『
田
氏
家
集
注

巻
之
上
」

(和
泉
書
院

・
一
九
九

一
年
、

一
九

八
五
年
初
出
)
。

(
4
)
芳
賀
紀
雄

「
少
壮

の
日

の
島
田
忠
臣
-

少
外
記
任
官
ま

で
ー

」

(こ
と
ば
と
こ
と

の
は

5

・
一
九
八
八
年
)
。

(5
)
芳
賀
も
越
前
権
少
操
以
後

、
少
外
記

に
任
じ
ら

れ
る
ま

で
散
位

で
あ

っ
た
可
能
性

に

言
及
し
文
章
生
散
位

に

つ
い
て
も
触
れ

て
い
る
。
文
章

生
散
位

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

『
玉
葉
」
承
安

三
年

二
月

七
日
条

に

「文

章
生

ハ
外

国
シ

テ
、
秩
満

之
後
、
依

二
散
位
之

次
第

一
、
任
二
京
官

一
叙
爵

也
」
と
あ
る
。
時
代
が
下
る
例
だ
が
、
芳
賀
も
指
摘
す

る
よ
う

に
、

「は

や
く

か
ら
こ
れ
に
近

い
か
た
ち

が
通
常

行
わ
れ
」

て
い
た
の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
そ
れ
が

『
外
記
補
任

」
の
表
記

に
表

れ
て

い
る
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

(
6
)
以
下
、
正
史
を
出
典
と
す
る
場
合

に
は
出
典
名
を
省
略
す

る
。

(
7
)
古
藤
真
平

「
『登
科
記
」

八

・
九
世
紀
文
章
生
、
文
章
得
業
生
、
秀
才

.
進
士
試
受

験
者

一
覧
」

(國
書
逸
文
研
究
24

・
一
九
九

一
年

)
。

(8
)
宮
崎
康
充

『国
司
補
任

第
二
」

(続
群
書
類
従
完
成
会

・
一
九
八
九
年

)。

(9
)
な
お
、
『菅
家
文
草
」
所
収
序
文
は

「従

三
位
」

に
作

る
が
、
従
三
位
右
大
臣

の
時
期

は
存
在

し
な

い
。

(
10
)
松
崎
英

一

「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
編
纂
過

程

の
研
究
」

(
『律
令

制
と
古
代
社
会
』
東

京
堂
出
版

・
一
九
八
四
年
)
、
同

「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」

(前
掲
)
。

(
11
)
坂
本
太
郎

「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」

(『
坂
本
太
郎
著
作
集
第

三
巻

六
国
史
」
吉

川

弘
文
館

・
一
九
八
九
年
、

一
九
七
〇
年
初
出

)。

(
12
)
松
崎

「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」

(前
掲
)
。
但
し
、
松
崎
は
、
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
編

纂
過
程

の
研
究
」

(前
掲
)

に
お

い
て
は
、
「
(貞
観
)
十

三
年

に
疑
点
が
あ

る
こ
と
は
基

経

が
そ

の
時
大
臣

で
な
か

っ
た
と

い
う

一
事
を
指
摘
す
る
だ
け

で
も
首
肯

で
き
る

こ
と

で

あ
り
、
官
位

は
編
纂
下
命
時

の
も

の
と

み
る
の
が
常
識
的

で
あ

ろ
う
か
ら
、
最
初

の
編
纂

下
命

は
貞
観
十

五
年
正
月
七
日
と
推
定
し

て
お
く
」
と
述

べ
て

い
る
。

(13
)
松
崎

「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」

(前
掲
)
。

(
14
)
坂
本
前
掲
論
文

。
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(
15
)
な
お
、
同
じ
く
基
経

の
近

習
で
あ

っ
た
忠
臣
は
、
文
徳

実
録
編

纂
が
始
ま

っ
た
貞
観

十
五
年
正
月
に
は
大
宰
少
弐
に
任

じ
ら
れ
て

い
た
。

(
16
)
拙
稿

「
藤
原
基
経

と
詩

人
た
ち
」

(語
文

別
85
合
併
号

・
二
〇
〇
六
年

)
。

(
17
)
『
日
本
紀
略
」
寛
平
二
年

三
月
三
日
に

「太

政
大
臣

(基
経
)
於
二
殿
上

一命
二
飲
宴

一
、

令

レ
賦
下
三
月

三
日
於

二
雅
院

一
賜
二
侍
臣
曲
水
飲

一
之
詩
上
　
。
参
議
橘
朝
臣
広
相
作

レ
序
」

と
あ

る
。

(18
)
拙
稿

「巨
勢
文
雄
考
」

(奈
良
大
学
紀
要

認

・
二
〇

一
〇
年

)
。

(19
)
瀧
浪
貞
子

「議
所
と
陣
座
ー
杖
議

の
成
立
過
程
ー

」

(『
日
本
古
代
宮
廷
社
会

の
研
究
」

思
文
閣
出
版

・
一
九
九

一
年
、

一
九
八
七
年

初
出
)
。

(
20
)
な
お
、
道

真
が
自
分

の

「
功
過
」

を
気

に
す

る
点
か
ら
も

、
こ

こ
に

い
う

「
杖
頭
」

で
の

「公
卿
議
」
は
、
陣
申
文

に
当
た
る
と
考
え
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
吉
川
真

司

「申
文

刺
文
考
」

(『
律
令
官
僚
制

の
研
究

」
塙
書

房

・
一
九
九

八
年

、

一
九
九
四
年
初
出
)
も
、

瀧
浪
と

同
じ
く
、
こ

の
時
期

の
陣
申
文

に

つ
い
て
、

「外
記
政
停
止
日

に
よ
る

「
便
法

・

補
完
的
措
置
に
過
ぎ
」
な

い
と

い
う

。
道
真
の

い
う

「公
卿
議
」
も

そ
う
考
え

て
よ

い
も

か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
も
そ
も
陣
申

文
に
は
外

記
は
参
加

し
な

い
。

そ
の
点
、
異
な

る
よ

う

で
あ
る
。
こ
の

「公
卿
議
」

に

つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(21
)
井
上
幸
治

「解
説
」

(
『外
記
補
任
」
続
群
書
類
従
完
成
会

・
二
〇
〇
四
年

)
参
照
。

(22
)
例
え
ば
、
滋

野
弘
基
が
、
貞
観
十

六
年

正
月
十
五
日

に
大
外
記

に
転

じ
、
貞

観
十
七

年

二
月

(正

月
か
)
十
七

日
に
従
五
位
下
、
貞
観
十
八
年

正
月
十
四
日
に
因
幡
介
。

(
23
)
松
崎

「
日
本
文
徳

天
皇

実
録
」

(前
掲
)

で
、

「愛

成
が
元
慶

二
年

の
第

二
次
撰
者

か

ら
漏

れ
た
理
由
は
判
然
と
し
な

い
」
と

い
う
。
確
か

に
理
由
は
明
確
に
で
き
な

い
が
、
愛

成
は
外
記
と

し
て
編
纂

に
参
加
し

て
お
り
、
外
記
離
任
と
と
も
に
撰
者
か
ら
離

れ
、
こ
の

元
慶

二
年

に
は
、
次

に
引
用
す
る
日
本
紀
講
書

の
記
事
に
明
ら
か
な
よ
う

に
大
学
助
教

で

あ

っ
た
。
国
史
編
纂
は
、
前
掲

『
新
儀
式
」
に
よ
れ
ば
、
「第

一
大
臣
」
「執
行
参
議

一
人
」

「
大
外
記
井
儒
士
中
堪

二
筆
削

一
者

一
人
」

で
、
外
記

・
良
臣
、
儒
者

・
良
香
が
お
り
、
是

善
が
追
加
さ
れ
た

の
は
参
議
と
し
て

の
任
命

で
も
あ

ろ
う

が
、
儒
者

・
音
人

の
後
任
と
も

考
え
ら

れ
る
。
愛
成
が
入
る
絵
地
は
な

い
、
と
も

い
え

よ
う

か
。

(24
)
太

田
晶

二
郎

「上
代

に
於
け
る
日
本
書
紀
講
究
」

(『
太
田
晶
二
郎
著
作
集

第
三
冊
」

吉
川
弘
文
館

・
一
九
九
二
年

、

一
九

三
九
年
初
出
)
。

(
25
)
以
下
、
次
第
に

つ
い
て
は
、
梅
村
玲

美

『
日
本
紀

寛
宴
和

歌
の
研
究

」

(風
間
書

房

・

二
〇

一
〇
年

)
に
訓
読
と
注
解

が
あ

る
。

(
26
)
梅
村

「
『
日
本
書
紀
」
講
書
と
寛
宴
」

(前
掲
書
、
二

〇
〇
四
年
初
出
)
。

(
27
)
前

田
家
巻
子
本

『
西
宮
記
」
巻

十

一

(甲
)

・
臨
時
戊

に

「次

尚
復
唱

レ
文

〈
一
声

へ

音
門

。
其
躰

高
長
之

〉」
と

あ

る
。

読
書
始

で
尚
復

が

「文

」
と

唱
す

こ
と
は

、
梅
村

「
『
日
本
書
紀
」
講
書
と

寛
宴
」

(前
掲
)
が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
皇
太
子
書

始
、
親
王
書

始

に
見
え

る
。

(28
)
北
川
和
秀

「
日
本
書
紀

私
記
」

(『
国
史
大
系
書

目
解
題

下
巻
』
吉

川
弘
文

館

・
二

〇
〇

一
年
)
。

(
29
)
但
し
、
惟
肖
は
基
経
邸

に
出
入
り
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
拙
稿

「
菅
野
惟
肖
考
」

(奈
良
大
学
紀
要

39

・
二
〇

一
一
年

)
参

照
。

(
30
)
な
お
、
松
崎

「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
編
纂

過
程

の
研
究
」

(前
掲
)
は
、
文
徳

実
録

の

表
記

.
句
法
を
検

討
し
、
巻
八
以
前
と
巻

九
以
下

に
断
層

が
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
、

「巻

八
ま

で
の
編
纂

の
中
心
に
都
良
香
を
考
え

、
巻
九
以

下
の
そ
れ
に
嶋

田
良

臣
あ

た
り
を
擬

す
る

の
が
穏
当

で
は
な
か
ろ
う

か
」
と

い
う
。

(31
)
井
上

『外

記
補
任
」

(前
掲
)
。

(32
)
忠
臣

「突
舎
弟
外
史

大
夫
」

(
『
田
氏
家

集
」
巻
中

・
97
)

は
、
後

述
す
る
よ
う

に
良

臣
を
悼

ん
だ
詩

だ
が
、

『
田
氏

家
集
注

」

(和

泉
書
院

・
一
九
九

二
年

)

の
当

該
注

は
、

「
『外
記
補
任
」

に
よ
れ
ば

…
元
慶
六
年

に
大
外
記
か
ら
加
賀
介

に
任
ぜ
ら
れ

て
い
る
」
と

い
う
。

し
か
し

、
『
外

記
補
任

」
元
慶

六
年

に
は

「大

外
記

従

五
位

下

島

田
良

臣

〈
加
賀
介

〉」
と
記

さ
れ

る
の
み

で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
、
前
年

の

「
大
外
記

従
五

位

下

島

田
良
臣

〈
二
月
十
五
日
兼
加
賀
介

〉」
を

承
け
た
も

の
で
、
兼
任
を
示
す
。

(
33
)
な
お
、
文
宗

の

「三
月
三
日
任
」
は
、
「
二
月
三
日
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
大
蔵
善
行
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の
任
少
外
記
も

二
月

三
日
で
、
善
行
は
、

こ
れ
以
前
少
外
記
で
あ

っ
た
文
宗

の
後
任
だ
と

考
え
ら

れ
る
か
ら

で
あ

る
。

(鍵
)
前
掲

『
田
氏
家
集
注
」
当
該
詩
注

は

「
『外
記
補
任
」

に
よ

れ
ば
…
元
慶
六
年

に
大
外

記
か
ら
加
賀
介

に
任

じ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
直
後

に
卒

し
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
大
外

記

の
官

職
が
長
き

に
及
ん
だ
が
た
め
に
、
「介
」

の
唐
名

で
あ

る

「別
駕
」
と

い
は
せ
ず
、

〔
外
史
〕
と

し
た
の
だ
ろ
う
」
と

い
う

が
、

や
は
り
外
記

の
ま
ま
卒

し
た
と
考
え

る

べ
き

で
あ
ろ
う

。
松
崎
、
高

田
淳
、
金
原
理
前
掲
論
文
は
、
外
記

の
ま
ま
卒
と
述

べ
て

い
る
。

(
35
)
な

お
、

『
日
本

三
代

実
録
」
元
慶
六
年

八
月

二
十
九

日
条

に

「
於
二
侍
従
局
南
右
大
臣

曹
司

一、

設
二
日
本
紀
寛
宴

一
。
先
レ
是

、
元
慶

二
年

二
月

廿
五
日
、
於
二
宜

陽
殿
東
廟

一、

令
下
従
五
位
下
助
教
善
淵
朝
臣
愛
成
、
読
中
日
本
紀
上
。
従

五
位

下
大
外
記
島

田
朝
臣
良
臣

及
文
章

明
経
得
業
生
学

生
逓
為
二
都
講

こ

と
良
臣

の
名

が
見
え

る
が
、

こ
れ
は
当
初
都

講

に
任
じ
ら
れ
た

こ
と
を
記
す
も

の
で
、
寛
宴

に
参
加

し
た
わ
け

で
は
な

い
。

(
36
)
良

臣
が
外
記
時
代

に
奉

じ
た
宣
が
、
『
類
聚
符
宣
抄

」
に
残
る
。
『
新
訂
増
補
国
史
大

系
」

の
頁
数

で
示
せ
ば
、

一
二
、
二
五
二
、
二
八
九
、
二
九

六
頁
。

(
37
)
蔵
中

ス
ミ
前
掲
論
文
。

(認
)
『
田
氏

家
集
注
」
は

、
「
「
義
」

は
、
『
孟
子
』

縢
文

公
上

「君
臣
有

レ
義
」

に
基
づ

き

「宮
仕
え
を
指

し
て
言
う
も

の
と
思
わ
れ
る
」
と

い
う
。

(39
)
佐
伯
有
清

『伝
教
大

師
伝

の
研
究
」

(吉

川
弘

文
館

・
一
九
九

二
年
)

の

「
遷
墾
舟
」

の
注
に
も
詳
細
な
検
謹
が
あ

る
。

(40
)
但

し
、
忠

臣

の
、
特

に
前
半

生
の
詩

に
は
、

国
家

(天
皇
)
、
摂
関
家

へ
の
ま
な
ざ
し

が
顕
著
で
あ
り
、
そ

の
よ
う

な
忠

臣

の
思
考

が
表

れ
て

い
る
と
も
思
わ
れ

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
別
稿
を

準
備

し
て

い
る
。

(
41
)
川
口
久
雄

『
日
本
古
典
文

学
大
系

菅
家
文
草

・
菅
家
後
集
」

(岩
波
書
店

・
一
九
六

六
年
)
。

(
42
)
本
間
洋

一

『
日
本
漢
詩

古
代
篇
」

(和
泉
書
院

・
一
九
九
六
年
)
。

(
43
)
拙
稿

「安

倍
興
行
考
」

(奈
良
大
学

紀
要
36

・
二

〇
〇
八
年
)
、
「
巨
勢
文
雄
考
」

(前

掲

)
。

〔引

用
本

文

〕

特

に
注
記
し
な

い
限
り
、
史
書

は
、
基
本
的
に

『新

訂
増
補

国
史
大
系

」
(吉
川
弘
文
館

)
、

西
宮
記
は
、
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
」

(八
木
書
店
)
所
収

の
大
永
本

、
外

記
補
任

は
、
中

野
高
行

「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵

『
外
記
補

任
』
補
訂

(1
～
W
)」

(史

学
55
1

4
～
56
1

3
)
、

菅
家
文
草

は
、
元
禄
十
三
年
刊
本

(但

し
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系

」

の
作
品
番
号
を
付

し

た

)、

田
氏
家
集
は
、
『
田
氏
家
集
注

」

(和
泉
書
院
)

に
よ

っ
た
。
そ

の
他
は

通
行

の
叢
書

類

に
よ

っ
て
い
る
。

な
お
、
引
用
文
中
、
…
は
省
略
、
〈

〉
は
割
注
を
示
す

。
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